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 令和５年 12月大井町教育委員会定例会 会議録 

 

日  時  令和５年 12月 22日（金）15時 00分～17時 00分 

場  所  大井町役場 ３階 301会議室 

出席委員  夏苅一壽教育長、小島茂子委員、小嶋真希委員、太田吉昭委員 

出席職員  矢吹高広教育総務課長、有馬清美生涯学習課長、大川智也指導主事、 

荻野義信社会教育主事 

【書記】曽根英之教育総務課副課長 

欠席委員  中條政夫教育長職務代理者 

欠席職員  なし 

傍 聴 人  なし 

会議内容 

 

１ 開 会  夏苅教育長から開会の宣言をする。 

会議に入る前に、会議の非公開について諮る。 

協議事項「大井町立幼稚園・学校のあり方について」は、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第 14条第７項ただし書きの規定に基づき、これを非公開としたい。 

 

【異議なしと認め、非公開とする】 

 

２ 前会議録の承認 令和５年 11月定例会の会議録が承認され、小嶋真希委員と太田吉昭委

員が会議録に署名する。 

 

３ 教育長の報告 

(1) 教育長の報告 資料により夏苅教育長が説明する。 

（要旨） 

足柄上地区教育長会議について、11 月 27 日は、インフルエンザ等による学年学級閉鎖の

状況、部活動地域移行に向けた進捗状況の他、公立高校入学者選抜インターネット出願シス

テム対応確認、不登校対応等が話題になった。また、12月 21日は、中体連関係の報告の他、

小中学校の学年学級閉鎖状況、部活動の地域移行に向けた進捗状況、英語検定等の実施状況

と補助事業、入学式や卒業式での在校生の対応、パソコン教室の活用状況、来年度の当初予

算等が話題になった。 

11月 30日の足柄上郡町村教育委員会協議会研修会では、横浜市のゆうゆうのもり幼保園・

港北幼稚園園長の渡邉英則先生による「園と小学校をつなぐ“架け橋プログラム”について」

という講演を聞いた。 

11 月 20 日の県町村教育長会Ａブロックオンライン研修会では、学習者用デジタル教科書

に関する活用のポイントや教える立場からのよさ・課題点などについて理解を深めた。 

12 月 19 日の校長園長会議では、各園学校からインフルエンザ等の状況の他、園学校行事

等の実施状況について報告された。なお、大井小学校からは、不登校児童に関することや大

井・開成・和田河原線の工事に伴う通学路の一部変更について話があった。また、幼稚園か
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らは、スクールカウンセラーに係る対応、ＩＣＴの環境整備やセキュリティ研修等の依頼事

項について話があった。 

11 月 30 日には、大井小学校の山本順一教諭が、神奈川県優秀授業実践教員表彰受賞の報

告を町長にするために来庁された。 

12 月４日の町教育研究会研修会では、相和小学校と上大井小学校において授業を公開し、

町内の幼稚園や小中学校の先生方が参観した後、研究協議を行った。 

最後に、今月５日から 11日まで開催された町議会第４回定例会では、一般質問が９人の議

員からあり、教育関係は７人の方から出された。 

 

(2) 各課・給食センターからの報告 

①教育総務課関係事業報告   資料により矢吹教育総務課長が説明する。 

   ②生涯学習課関係事業報告   資料により有馬生涯学習課長が説明する。 

 

【質問・意見なし】 

 

４ 議 事 

 (1)議決事項 

〇議案第 28号 大井町子どものための教育・保育給付認定に関する規則の一部を改正す

る規則について 

資料により矢吹教育総務課長が説明する。 

 

【質問・意見なし】 

 

(2)協議事項 

  ○令和６年度教育関係当初予算の要求概要について 

資料により矢吹教育総務課長、有馬生涯学習課長が説明する。 

 

（夏苅教育長） 

ただいまの説明に関して、質問・意見がありますか。 

 

（太田委員） 

予算申請する際の金額は、例えば 10万円以上などと決められているのですか。 

 

（矢吹教育総務課長） 

少額のものであれば消耗品等で対応していますが、今回説明したものは新規事業や投

資的事業として要望しているものです。 

 

（太田委員） 

５年間かけて更新していくものもあれば、安全面などで急を要して今回の申請で認め

られるものもあるわけですね。 
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(有馬生涯学習課長) 

現在、こちらから要望をあげている段階で、町の財政等を考えた上で優先順位が決め

られます。 

 

（夏苅教育長） 

最終的に予算が決まるまでに何回か検討されます。今回、最終的に要望したものが掲

載されていますが、全部が通るとは限らないことをご承知おきください。特に、この資料

の取り扱いについてはご留意ください。 

 

  ○教育委員会の点検・評価について 

資料により曽根教育総務課副課長が説明する。 

 

（夏苅教育長） 

ただいまの説明に関して、質問・意見がありますか。 

 

（太田委員） 

湘光中学校のふれあい活動が来年度からボランティア活動になるという通知が届いて

いますが、ジュニアリーダーに応募する子が少ないのでしょうか。地域としっかり連携

をとるうえで、学校から地域への投げかけが希薄になっているのではないか心配です。 

 

（荻野義信社会教育主事） 

学校運営協議会はコミュニティスクールに関するものであり、地域の方や保護者など

と学校運営に関して協議する場です。そのメンバーの中に、地域学校協働活動推進委員

がいるので、地域と学校がつながった協働活動が行われています。今までＰＴＡが行っ

ていた地域活動を推進委員が担っているので、ＰＴＡの活動が見えにくくなっているの

だと思います。湘光中学校のふれあい活動に関しては、地域と関わるものなので、今年度

から推進委員が担当することになりました。学校の教育課程外の活動のため、参加者が

少なかったのだと思います。今後は推進委員が取りまとめていくことになります。 

 

（夏苅教育長） 

学校運営協議会は、学校運営に関する意見を述べることができる外部の方で構成され、

メンバーにはＰＴＡの方や有識者などがいます。その中に、地域学校協働活動推進委員

も含まれます。推進委員は、学校教育活動の手伝いをコーディネートしています。 

これまで湘光中学校の地域ふれあい活動は学校行事として位置づけてきましたが、今

年度は生徒の希望参加に変更し、地域学校協働活動推進委員が担当することになりまし

た。来年度はふれあい活動としてではなく、自治会が主体になり取り組んでいただくこ

とになります。 

 

（有馬生涯学習課長） 

ジュニアリーダーについては、地域の中学生から 25歳くらいまでの方を含め、次世代

のリーダーを育てていくことをめざしているものです。青少年指導員がジュニアリーダ
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ーに対して子どもキャンプやふれあいスキーなどへの参加を呼びかけ、一緒に活動して

もらっています。コロナの影響で青少年対象の事業実施ができなくなった期間があり、

メンバーの人数が少なくなってしまったので広報紙で呼びかけを行っています。 

 

（太田委員） 

ジュニアリーダーの減少、地域ふれあい活動が地域移行となることなど課題もありま

すが、各地区で連携しながら進めることができればと思います。 

 

（夏苅教育長） 

地域学校協働活動が活発になると、ＰＴＡも活動を任せてしまうことがあり、棲み分

けが必要になると思います。 

 

○大井町立幼稚園・学校のあり方について【非公開】 

資料により曽根教育総務課副課長が報告する。 

 

５ その他 

【連絡事項等なし】 

 

  〇今後の行事等予定について 

資料により矢吹教育総務課長が説明する。 

 

(夏苅教育長) 

  次々回の定例会は２月 21日(水) 10:30開会としたいと思います。 

また、次回は１月 30日(火) ９:30開会予定としています。 

よろしくお願いします。 

 

６ 閉 会  夏苅教育長から閉会の宣言をする。 

 


